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今
週
の
紙
面 東京・豊島区 関根和子

■２面 女性ニュース／統
一協会問題 ■３面 読者
のページ／まんが／短歌
■４・５面 「秋の行
動」省庁交渉／ジェンダー
講座／ホット ■６面 カ
ウセリングを気軽に／母の
歴史 ■７面 新婦人のページ／主張／学校の校則

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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左手前から、きのこご飯、時計まわりに擬製どうふ、信田煮

物価上昇で家計負担が大きくなる一方、節約のために食材を

うまく使い切るレシピが求められています。東京・立川支部ち

ひろ班のお料理小組の回記念例会でのレシピと、読者から寄

せられた省エネ節約レシピ（２面）を紹介します。
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「軍事費増やして生活壊すな！改憲反対！カルト癒

着の政治ただせ」と集会（総がかり行動主催）、1500人

が参加。国会へ請願デモも（月日・都内）
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